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N-TiO2粉末を紫外光 (360nm)で励起 した lps後のスペクトルは全観測波長にブロードな吸収を与え
た.その後400-500nmの吸収は1.6nsまで減衰 しなかったが,550-800nmの吸収は時間と共に減衰した.
スペクトル形状はTi02とはぼ一致したため,表面 トラップ正孔 (400-500nm)およびトラップ電子 (550-
800nm) と帰属した. トラップ正孔はピコ秒領域では再結合等により緩和 しないことが判った. トラッ
プ電子はTi02と比較 して減衰が速 くなったので,N ドープにより生成 した酸素欠陥に深 くトラップされ






















ら浅い欠陥サイ トおよび深い欠陥サイ トからの発光と帰属 した.浅い欠陥サイ ト由来の発光は24± lps
で減衰 した.これは深い欠陥サイ トへの トラップ過程を表 していると考えられる.Rum-Ta205では浅い































第五章では.窒素 ドープ酸化チタン粉末における電子 ･正孔の トラップダイナミクスを調べた結果をま
とめた.紫外光励起で遷移 した電子は拡散律速でN ドープにより生成 した酸素欠陥へ深 くトラップされ
る.可視光励起で達移した電子は時間分解能 (1ピコ秒)以内に深くトラップされるが,これはドープし
たN原子近傍に酸素欠陥が生じるためと説明された.
第六章ではRu錯体と窒素 ドープ酸化タンタル粉末から成るCO2還元光触媒の反応機構を調べた.光触
媒の初期過程は,光励起された窒素 ドープ酸化タンタルの浅い欠陥サイトからRu錯体への光電子移動で
あることを特定し,その電子移動速度定数は4.2×1010S-1,量子収率は0.5と決定した.
第七章では本論文の結果を総括した.
以上のように,本論文は本人が自立 して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
示している.したがって,山中健一提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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